






1 はじめに 

川崎病の血管炎の分布は,主として臓器外の大型ないし中型動脈であり,このうち冠状動脈

の病変の頻度は著しく高いとされている。血管炎の stage 分類は,川崎病研究班病理分科会

によると,4段階に分類されている。すなわち stage 1(第 1～2 病週)では,血管の内膜,外膜

および血管周囲炎が主であり,stage II(第 2～4 病週)になると,炎症が中膜にもおよび,汎

血管炎となる。この時期に冠状動脈では動脈瘤,血栓形成および狭窄が生ずるとされている。

よって川崎病の急性期に,動脈瘤の血栓閉塞や破裂により心性急死をきたすのは,この

stage に起ることが多いとされている。stageⅢ(第 4～7 病週)になると小動脈の炎症は消

腿し,中型動脈の炎症は肉芽期に入る。stageⅣ(第 7病週以後)になると,一般に血管系の急

性炎症はなく,組織の瘢痕化と内膜の肥厚が生じる。冠状動脈などの中型動脈に発生 Lた動

脈瘤はなお残存し,その後も血栓形成,狭窄はおこることがあるとされている。 


